
*1 若元澄男編「図画工作・美術科重要用語３００の基礎知識」，2000，明治図書

若元の 生涯課題 ３Ｈ*1（Heart,Head,Hand）

Keyword：Heart（感性等）,Head（知性等）,Hand（技能等）

下掲のモノは私の名刺の表裏です。３H美術教育のススメは私の生涯課題ですからこ

んなことまでしてお騒がせしています。文面は以下の通りです。

３Ｈ美術教育のススメは，従前から，私の主張の中核においてきたことです。３ＨとはHea

rt,Head,Handのこと。Heartは，心（感性，感受性，感覚，興味，関心等）を，Headは，

頭（知性，知恵，知識，発想，構想等）を，そしてHandは，手（技能，技術等）を指すも

のです。これは，「感じる力」，「考える力」，「みる・かく・つくる力」に読みかえることも

できます。三者の関係図式は，すべてが，Heartのワクワクドキドキから始まるということ

を指摘するものであり，いわば「好きこそものの上手」，「自己学習力」，「内発的動機」とい

う，教育における不易と流行の課題に重複するものでもあります。子ども達が喜びながら，

楽しみながら，人としての生きる力を自ら獲得していく美術教育を創ることが私の最大の願

いです。

という内容です。

すでに２０年近く叫び続けてきております。が，未だ道遠しが実感です。冷厳無比

のこの事実こそが今回私が筆を執った最大の理由かもしれません。
*2 従前は「造形環境」として訴えてきました。が，今後は「美術環境」と修正していきたい考えてます。

*3 仙田 満「子どもと環境」岩波書店

*4 若元澄男編「図画工作・美術科重要用語３００の基礎知識」，2000，明治図書，PP.200-206

環境が 人つくるよね では環境は？

Keyword：造形（美術）環境
*2
，可視造形環境，不可視造形環境

教育環境をつくるのは教師等の最優先の仕

事です。美術教育の成否はどんな造形環境を

提供できるかにかかっていると言っても過言

ではありません。かつて子どもの遊びと環境

に関する仙田氏の知見から造形遊びにかかわ

る多くのヒントを得，その際，「“六原空間”

仙田の知見 学びあり」と詠みました。以

後，「遊び」を核に保育内容を組織される保育

所・幼稚園の先生方には当然ながら仙田氏の

「子どもと環境*3」をお薦めして参りました。

私は「環境が人をつくる」をベースに「環境

（教育環境）は人（教師）がつくる」の持論

と“六つの原空間”をベースに美術教育にお

ける“造形環境”*4 を以下の通り整理しました。

たとえ先生が巧みに絵をかけなくてもいいのです。あるいは要領よくものをつくるこ

とができなくてかまいません。大切なのはしっかり教材研究を積み上げ子どもたちの実

態をふまえ，いま，目の前に居る子どもたちの必要に応じた“造形環境”を提供できる

力です。手取り足取り口を出す指導・支援など「小さな親切大きなお世話」であり，子

どもたちを萎縮させかねない最低レベルの指導のあり方です。
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